
Title 岸本英太郎・渡辺春男・小山弘健著 片山 潜 (第一部, 明治労働運動と片山潜 第2部,
世界労働運動と片山潜) ; 隅谷三喜男著 片山 潜 : 近代日本の思想家

Sub Title Sen Katayama, by E. Kishimoto, H. Watanebe and H. Koyama ; Sen Katayama : modern thinker of
Japan, by M. Sumiya

Author 飯田, 鼎
Publisher 慶應義塾経済学会

Publication year 1961
Jtitle 三田学会雑誌 (Keio journal of economics). Vol.54, No.4 (1961. 4) ,p.331(81)- 335(85) 

JaLC DOI 10.14991/001.19610401-0081
Abstract
Notes 書評
Genre Journal Article
URL https://koara.lib.keio.ac.jp/xoonips/modules/xoonips/detail.php?koara_id=AN00234610-19610401-

0081

慶應義塾大学学術情報リポジトリ(KOARA)に掲載されているコンテンツの著作権は、それぞれの著作者、学会または出版社/発行者に帰属し、その権利は著作権法によって
保護されています。引用にあたっては、著作権法を遵守してご利用ください。

The copyrights of content available on the KeiO Associated Repository of Academic resources (KOARA) belong to the respective authors, academic societies, or
publishers/issuers, and these rights are protected by the Japanese Copyright Act. When quoting the content, please follow the Japanese copyright act.

Powered by TCPDF (www.tcpdf.org)

http://www.tcpdf.org


A

o

Q

i

Q

)

.C

注 

4)

.
：

.い
る
。
：；次
め̂

^
に
そ
ぅ
し
た
可
能
性
が
ど
の
ょ
ぅ
な
点
に
生
じ
て
ぃ
る
か
を
，
 

明
'6
-
.か
.に
'じ
.た
：ぃ
と
思>
:̂0
'
.
7ソ

::
長
を
左
右
す
る
が
、i

主
義
経
済
で
あ
％
限
り
、.主
導
的
な
役
割
を
果
ザ0 ,
, 

.は
、
ハ
民
間
部
門
で

』

る
：。
，先

述

し

空

う

：に

獲

の

英

陳

で

は

闺

憂

本

投

資

：
 

の
半
分
以
上
が
公
的
投
資
か
ら
な
さ
れ
た
こ
と
が
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
場
合 

で
も
P1
-(
公
的
部
門
の
利
潤)

は
P2
に
比
し
て
ず
っ
と
小
さ
く
、
八
ム
的
1

の 

う
：ち
の
か
な
り
の
部
分
は
民
間
利
調
か
ら
賭
わ
れ
た
。
つ
ま
り
、
.戦
後
め
英
国 

，
程

度

の

混
|

済
に
お
1>
そ

：
は

、
：

_
A

J

し
て
、
私
的
利
潤
がi

形
式
と
経 

遠

長

に

と

ら

て

決

策

的

役

割

を

果

し

て

い

る

。
：
こ

：
の

段

隞

の

混

塞

済

の

.特
 

徵

は

が

大

で

あ

る

割

に-
 ̂

が
小
さ
い
こ
と
で
あ
る
。

つ
ま

り
K
l
v
s
l

(

=

p

l

&

て
あ
り
、
，，こ
.

Q

点
が
、
.
こ
.
の
段
階
.に

お.
け

る

混

合

経

済

.の 

悩

み

の

一マ

に

な
っ

て
い
る
。
.'
'
.
'こ
う
な
る
原
因
の
ー
：つ
は
、
：馨

化

産
業
部
門
' 

.

が
全
体
と
し
て
大
き
な
余
剰
を
あ
げ
る
と
ど
が
出
来
な
い
と
と
な
ゆ
あ

^

つ
. 

ま
り
、
? 1

が

小
: $

い

こと
が
.問
題
で
あ

る

。

何

故

そ

う

い

.う

K
J
:

と
t

な
る
か
に 

つ
い
て
は
既
に
度
々
述
べ
た
こ
と
が
あ
る
か
ら
,

返
さ
1

5

0

い

ず

れ

に

し

，て 

点
.は
、
.

i

経
済
部
門
に
対

し

て公
的
経
済
部
門
が
従
厲
的
だ
役
割
を
演 

ず

る

と

こ

ろ

か

ら

生

じ

て

，
い

る

0

こ
の
；よ
う
な
段
階
に
お
け
る
混
合
経
済
的
社 

会
で
は
、
業
主
義
経
済
の
論
理
が
優
越
す
る
か
ら
、

こ

れ

を

無

視

レ

た

蹇

：

■は
失
敗
す
る
が
、
■

的
配
慮
に
よ
っ
て
こ
れ
に
変
容
を
加
え
得
る
物
的
条
件 

が
生
じ
て
.きv

い
る
点
で
、
そ
れ
以
前
の
資
本
主
義
の
段
階
と
は
区
別
さ
る
べ

. 

き
.で
あ
ろ
う
。
そ

う

し

た

条

件

を

把

握

し

て

、
現
代
資
本
主
義
経
済
の
も 

た
ら
す
結
果
と
七
て
の
害
恶
だ
け
で
な
く
、
機
能
面
や
構
造
面
に
ま
で
変
革
を 

加
え
.る
こ
.と
が
、
今
日
の
い
く
つ
か
：の
資
本
主
義
国
で
は
可
能
と
な
っ
て
き
て

、

(

注
'1
>'.'-
こ
バ
の
と
ハ
と
は
、.':公
：的
部
門
を
増
大
さ
：せ
る
こ
と
次
考
ぇ
な
'v'
で
、'
分 

'

配
：洤
養
的
平
：等
主
：義
的
方
法
：光
資
本
主
義
を
改
革
し
よ
：ぅ
.と
す
る
き
策
で 

は
、

極
奶
て
漸
進
；

g

*:
道
を
仑
ら
な
•:

\,>瞬
々
_
^
_
成
長
を
：平
等
艿
至
安 

定
と
[«
'
!
]
立
さ
せ
る
こ
と
が
闲
難
+て
あ
るこ
上
を
."
ポ
唆
す
るo 

:(

注
2)

勿
論I1

+
I2

H
S

1
+

S
2

と
な
る
'か
ら
、

こ
の
こ
と
は
、
公
.的
部
門
の 

_
投
貲
^>
私

：
的

部

門

办

貯

蓄

：
に

よ

つ

，
て

辅

わ

扣

幺

も

 

■

ぐ 

.(

法
-3)

:-
加

藤

寛
.

^
尾

直

美

塞
--
|
社
会
化
'と
経
済
訐
画」

(

理

三
章
反
び 

J
o
f
 

H
u
g
h
e
s
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 Nationalised 

Industry in 

the 

M
i
x
e
d
H
c
o
n
o
m
y
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2
8
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參
照
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注
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..勿
論
、
そ
ぅ
し
た
改
箪
を
可
能
な
ら
し
め
る
に
は
、
政
治
的
要
因
が 

:
極
め
て
.大
切
：也
働
き
：令
す

「

る
亦
、

政
治
面
の.要
因
も
、：
：混
合
経
済
的
な
.現
代 

;■

■資
本
主
義
社
会
に
へ
お.い
て
勤
労
階
級
：の.力
と
議
会
民
主
.主
義

^

:

乃
至
向
上
し
^
き
た
結
果
、
生
じ.た
も
の
で
あ
る
；

c

最
近
よ
く
論
ぜ
ら
れ
る
一 

「

構
造
改
革
；

S

1--

は

政

洽

面の
主
#:
的
要
®
^
ば
か
り
法
目
し
、
資
本
主
義 

経
済
そ
の
‘

の
疼
生
じ
て
い
る
客
観
的
変
化
を
軽
視
し
て
い
る
嫌
い
が

あ
 

る
。'

主
体(

客
観
！！
条
件
の
変
化
に
：よ
っ.て
故
め
て
、
：
資
本
主
義
経
済
の
漸 

進

的
—|
構
造
改
革
1_
が
可
能
ど
な
る
の
で
：あ
を
。
現
代
の
餐
本
主
義
経
済
に 

重
大
な
変
容
を
生
じ
さ
せ
つ
つ
あ
る
の
は
、
対
抗
力
と
順
応
力
で
あ
る
。

こ 

,.

の
点
に
つ
い
て
は
加
藤
‘
原*.
丸
尾
共
箸
：

「

現
代
資
本
主
義
入
門.1
_(

仮
題
、 

論
.争
社)

.
の
：第
.

一

章
で
明
ら
か
に
し
た
。

岸

本

英

太

郎
.
渡
辺
.赛
男

，
小

出

弘

健

著

'

..
. '
へ

『

山r-

力
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へ
^

一.部
、
明
治
労
働
運
動
と
片
山
潜'

\

.〜

！

:
膂

』
V

第
二
部
、.世
界
労
働
蓮
動
と
片
山
潜/

1

•.
.
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:
:

隅
谷
三
喜
男
著 

: 『

片

山

.：

潜

—

近
代
日
本
の
思
想
家
：！

 /

.

飯

. 

' 

田

，

：

：

鼎

労
働
紺
合
蓮
勦
と
社
会
主
義
蓮
動
と
の
関
係
は
.、
.古
く
し
て
つ
ね
に
新
し
い 

®

を
わ
れ
わ
れ
に
提
起
す
る
？
無
産
階
級
政
党
が
合
法
的
他
位
を
獲
得
し

、.  

.馨
大
衆
の
権
利
を
ま
も
り
、
新
し
い
社
会
の
建
設
を
訴
え
て
い
る
今
日

、
.総 

評
を
め
ぐ
る
社
会
党
と
共
産
党
と
の
関
係
は
微
妙
な
も
の
.が
.あ
る
：し
、'ま

た

総 

評
を
中
心
と
す
る
労
働
組

4

口
蓮
動
の
指
導
者
の
な
か
に
は
、
社
会
党
や
共
産
党 

の
運
動
の
な
か
に
、
組
合
運
動
固
有
の
浚
割
が
解
消
せ
し
め
ら
れ
だ
り
、
あ
る 

い
は
そ
う
で
な
く
と
：も
そ
れ1C
.一
 
方
的
に
従
属
せ
も
め
ら
れ
る
の
で
ぼ
な
い
か
. 

と
か
う
；奚

が

、"少
な
か
ら
ず
み
ら
れ
る
よ
う
で
あ
る

0

労
働
組
合
：と
嵌
産
階 

級

政

党

と

：は

、

そ

れ

ぞ

れ

そ

の

i
f
の
目
的
が
あ
り
使
命
が
異
な
っ
て
：い
る
6 

と
：は
い
う
ま
で
も
な
い
が
、
し
が
も
こ
の
両
者
が
、
'密
接
な
協
か
関
係
に
：立
，っ 

て
、
大
衆
の
権
利
を
擁
護
し
、
:
反
動
勢
力
^
対
.抗
す
る
€>
で
か
け
九
ば
、
労
働 

者
階
級
の
蓮
動
は
、.健

全

.な

発

展

を

期

す

る

こ

.と
：
は

で

き

な

パ

：
。
'

.明
治
三
〇
年
代
か
ち
今
日
ま
で
の
六O '
年
に
及
ぶ
日
牢
労
働
組
合
連
動
の
歴 

史
を
顧
み
る
と
き
、
進
尜
的
左
翼
的
蓮
動
に
た
い
す
る
、世
界
に
類
例
を
み
な
い 

弾
圧
の
た
め
か
、.少
数
の
尖
鋭
な
知i

子

を

中

心

と

す

る

社

会

、
王

義

違

動

は 

慕
に
組
織
さ
れ
た
大
衆
を
も
た
ず
、
従
っ
て
労
働
組
合
運
動
が
こ
れ
と
並
行 

U
て
進
む
と
.と
が
で
き
な
か
づ
た
ど
い
う
特
徴
的
な
事
実
は
、
初
期
の
ず
ぐ
れ 

た
組
織
者
古lg

房
太
郎
，の

(

悲
劇
的
な
生
燁
の
宣
風
で
も
あ
っ
た
。
明
治
三
三
年 

い
わ
ゆ
る
治
安
警
察
法
の
公
布
以
後
、
高
野
は
労
働
運
動
の
舞
台
か
ら
そ
の
姿 

を
没
し
た
が
、
そ.の
後
の
労
働
運
動'に
.お
い
：て
、も
っ
と
も
偉
大
な
役
割
を
果
し 

た
の
は
片
山
潜
で
あ.っ
た
6 

q
明
治
三
〇
年
代
、
顧
会
主
義
者
、
社
会
改
良
主
義 

.者
と
し
て
出
発
し.た
彼
が
、
晩
年
に
は
：コ
、、、
ゾ
テ
ル
ン
の
最
高
首
腦
の
ひ
と
り 

と
な
ヴ
、
昭
和
八
年

」

.1

月
五
日
、
' ク

レ

ム:»
;

ン

病

院

で

七

四

歳

の

生

涯

の

幕
 

を
閉
じ
：る
ま
で
の
多
数
な
活
動
は
、
国
際
社
会
主
義
運
動
史
上
忆
お
け
る
彼
の 

.名
声
と
相
ま
^
‘て
、.
.
.
ô
よ
そ
日
^ .
人
と
し
て
の
#
を
こ
え
た
も
の
で.あ
り
、d

 

本
の
社
会
主
義
運
動
，を
国
隙
的
な
蓮
動
に
結
び
つ
け
る
の
に
偉
大
な
貢
献
を
な 

:
し
た
の
.で
あ
っ
た
。
し
か
ら
ば
片
山
潜
が
今
日
、
：あ
ら
た
め
て
評
価
さ
れ
な
け 

れ
ば
な
ら
な
い
理
由
は
何
か
。
思
う
に
今
日
わ
れ
わ
れ
を
ひ
き
つ
け
る
.も
の 

.
ば
，
理
論
家
お
よ
び
思
想
家
と
し
て
よ
及
も
、
:'
労
働
運
動
の
実
践
家
、：
組
織
者 

ど
し
て
0.
彼
の
す
ぐ
れ
た_才
能
、.

ィ
ン
.：
テ

リ

ゲ

シ

チ

ャ

で

は

な

^

^

®

£?

出

身
 

の
.闘
士
と
し
て
終
始
か
わ
る
こ
と
の
な
い
誠
実
さ
を
.も
.っ

て

賞

ぬ

き

通

し

：
た

と 

'
い
う
.こ
と
、
し
か
も
た
え
ず
労
働
者
大
衆
の'要
求
に
密
着
し.て
、
い
さ
さ
か
咎
遊 

離
す
る
ム
と
が
な
か
っ
た
こ
と
で
；
^

p
:
i

に
い
：
っ.て
、
' 片
山
に
は
、
：幸
徳 

■秋
水
に
み
e>
-
れ
る
よ
う
な
雄
弁
や
文
学
的
才
能
そ
し
て
撰
利
彦
が
も
っ
て
い
た



;
.
.
'■、
八
-一
.'
'
g
 

を
手
に
^
れ
厶
^
と
が
で
ぎ
る£'
;

.と
は
、
；
ま
-;
'
と
に
；喜
ば
し：
4

'- 

ち
岸
求
教
授̂;
.の

蓄

は

、
：
ー
一
部
に
ゎ
か
枚
で
：

“
る
ぎ
ゎ
め
て
大
部
の
'
も
の

■A
i
i的
能
力
に
乏
し
か
っ
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

一
見
し
て
出
舎
の
小
学 

校
の
先
生
に
見
ら
れ
る
よ
ぅ
な
村
夫
子
然
た
る
泥
く
さ
い
彼
の

•風
半
は
、
そ
の 

ま
ま
彼
の
人
間
味
を
髮
鬆
た
ら
/L
め
.る
も
の
が
あ
り
、
盗
銭
的
な
面
で
の
彼
の 

'.
::人
間
性
に
た
，い
す
る
非
難
に
も
知
か
わ
ら
ず
、

(「

じ
：み
な
活
動
家
、

い
わ
ゆ
る

)

ハ
：
 

.
ッ
タ
リ
の
な
い
輿
耐
闬
な
人
柄
を
感
じ
さ
せ
る
。

/
''
•
明

治
._
,
'
.大

正

，
昭
和
に
わ
た
っ
て
。
口
本
の
労
働
蓮
動
‘
社

童

罄

蓮

動

の 

,
み
な
.ら
ず(

_
際
社
^

|
義
濃
動
史
上
だ
、#;
龙
な
足
跡
を
緣
じ
；た
こ
の
e
入 

.の
業
績
は
、.い
ま
ま
で
非
常
に
多
く
の
人
々
に
よ
っ
て
注
目
さ
れ
、

•ま

た

追

憶
.
 

.
や
回
想
な
ど
ば
ぉ
次
た
だ
七
い
量
に
の
ぼ
る
が
ヽ
ゾ
彼
の
生
涯
を
資
料
盤
研
究

」 

を

通

じ

的

に

追

求

し

、

：

伝
記
に
於
で
ま
と
め
あ
.げ
ら
れ
た
も
の
は
少
な 

が
ら
た
。
一
こ.の
意
张
ぬ
娘1>
て
、
裏

英

太

應
•：.

麥
诏
春男

：.

亦
山
弘
健
氏
等 

の
典
著
ぬ'な
る
：

「

片

湯」
(

#:
;

--
冊)

へ
隅
谷
：ーー
1喜

敗

著

「

片

山

潜

一

^

代

田 

::

本
の
思
想
家

」

が
、
.:
あ
:1
>
:つ
い
で
公
刊
名
れ
た
：こ
と
は
非
常
に

也！*

の
.あ
る
こ
：
. 

:と
.

- ^

あ
り
、
ま
た
興
味
深
い
。
へ

'

$

教

授

と

小

-1
1
1
-氏

は

、
'-
.す

で

に

：日

_

働

運

動

史

の

史

料

的

研

究

を

も

ァ
 

て

有

名

で

あ

り

、
.
ま

た

渡

-®
春

男

氏

は

、

古

い

経

歴

を

有

す

る

労

働

運

歐

の

闘
 

:

土

と

し

て

、

い

ず

れ

も

、

片

湛

の

伝

記

者

た

る

に

ふ

さ

わ

し

い

。
，
一
：方

、
、隅

：
 

浴

三

喜

男

漱

授

ば

ハ：：
「
ア

メ

リ

.力

に

お

げ

る

片

山

潜

」

^

い

ぅ

テ

ー

マ

を

.ひ

っ. 

さ

げ

て

、
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在

米

生

活

の

比

較

的

長

か

ら

た

彼

の

行

1|
;
を

、

K

 
メ

リ

力

の

大

学
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l

i

よ

び

1

-

な

ど

を

ぉ

と

ず

れ

、

B

念

に

調

査

ざ

れ

、
へ
片
山
潜
研
究 

者

と

し

て

す

ぐ

れ

た

業

績

を

5

ち
：た

て

ら

れ

た

。

わ

れ

わ

れ

は

、

こ

れ

ら

の

：す
 

ぐ

れ

た

研

究

者

に

よ

つ

て

、

'一.植

類

の

そ

れ

ぞ

れ

特

色

.の

あ

る

片

山

潜

の

伝

誔

：：

^
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九

：一
四
年)

：
 

:
'と
題
1>
、
.岸
本

氏

：の

筆

に

な

る

私

の

：
で

あ

a

、
：
第
二
部
は
、
世
界
労
働
運
動
と 

片
山
潜
：：2

ま

：ー.
四
：年

丨
--
-

後
、
^

メ
リ
：力
：の
：左

識

動

に

お

け

る

活

蹯

を

：：へ
て
、

'-
の
ち
に
コ
：ミ
ン
テ
ル
ン 

0.
指

導

者

と

な

，
っ
：
て

そ

，
こ

'で
そ
，の
生
涯
を
終
え
る
ま
で
の
時
期
を
.と

り

あ

.

.
つ

か 

い

、

雜

辺•.
.
小
|1
1
:両
氏
が
執
筆
レ
て_
4る
。.
そ
の
内
容
に
つ
いV

検
討
す
る
前 

に
.、
入E

次
を
あ
げ
で
お
こ
气
：
第

I

部

は

ネ

,:
第1

章
.
' 黎
明
期
の
労
働
運
動
と
社
会
主
義
違
勒
ヘ
の

|

と

指

導
0
1八

パ"
パ
ぃ
九
七
年

—
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:九
0̂
四
年
>

,
--
;

-

べ
策
ニ
章，
*

,

.
•.
ー
第.三

章
-.
.
:賺

政

策

派

と1.
:
で
：の
片
山
潸
の
思
想
と
行
動
''

■

早
私
ら
な
ヴ
、
一
第
二
部
は、'

.:
:

,
.第

；ー：
章

7:
义

リ

が

に

ぉ

比

石

片

04
靡

の

悤

想

と

活

動

べ.

:
第
ニ
章
：.,
-
.
'ソ
ヴ
：ェ
ー
ト
に
私
げ
左
片
山
潜0
敗
想
と
1

.'
,(

—
九
ニ
一
年—

-
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'
へ
.
：
'

.
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のH

章
か
ら
な
っ
て
い
る
。

)

網
羅
的
：で
、

：

行
動
半
径
の
非
常
に
ひ
ち
か
っ
た
彼 

の
全
.生
涯
を
、

エ
ピ
ソ

—

'ド
な
ど
を
も
含
め
て
細
大
塊
ら
ざ
ず
、

こ
の
ニ
巻
の 

著
書
に
：の
ベ
ら
れ
で
.い
る
か
の
：ょ}
で
あ
る
。
：，
そ
の
，精
力
的
な
研
究
に
、
わ
れ 

..われゆま思を表する

■̂.の
，で.あ
.る
';
0
....

こ
れ
に
比

V
で
、
隅
谷
氏
の"rdc：

山
潜
I
近
代
日
本
の
：思
想
家

」

：
は
、
少
し
異

た
る
意
図
を.も
フ
て
f

と
：^

札
た
こ
と
が̂

の
£

と
取
ぎ」

に
め
.べ
.
ち
.れ 

.て
い
る
。y F

d
c

山

潜

は

思

想

家

で

は

な

い

.。
義

家

で

あ

ヮ
た
。；か
れ
は
獲
得
し' 

-
.た
悤
想
を
思
想
と
し
て.発

展

さ

：せ

る

こ

；
と

’
に
、ば

、

必

ず

し

も

す

<

れ

た

才

能

を

：
 

持
ら
て
い
な
か
々
た
が
、へ
正
し
：い
ど
考
え
た
思
想
を
実
践
ず
る
に
は
、

へ融
通
の 

き
か
な
い
ほ
ど0
頑

固

さ

を
-%
々
て
：い
：た0

そ
.し
て
、
-:
そ
.
の
：実
践0

^
.

答

詰

：

■-
: 

り

、

行

詰

：
っ
.て
も
お
き
ら
め*す
、
新
し
い
進
路
釔
摸
索
し
、
紙

し

い

思

想

を

取
. 

り
い
れ
て
い
っ
た
。
：
そ
れ
ゆ
え
、
そ
め
文
章
や
思
撤
そ
の
杰
の
に

.
は
、

「

無

寒

'.

.

燥
で
面
白
く
な
い
点
が
少
な
く
な
い
し
、.
.
人
物
そ
の
も
の
に
も
泥
く
さ
い
純
重 

.
さ
が
あ
る
が
、
か
み
し
め
.て
：み
れ.ば
.
、

片

山
.に
は
it
.山
な
り
.の
■味
が
.あ

る

。

」

. 

以
士
め
よ
う
に̂

!
氏
は
>
'J
t
山
を
、
^§

し
組
織
す
る
な.か
で
み
ず
か
ら
戦‘ 

:偉
-̂
^

^
会
主
義
者
と
し..て...
锻
え
て
：.い...
う 
'た
実
践
家̂

€
て
.の
'侧
面
を
高.く
評
.

:

価
し
つ
つ
> ；

さ
ら
^
つ
：ぎ
の
よ
う
^:
い
わ
れ
る
0へ
|-本

書

は

：
、
:.
'
'と
う

い

う

蠻
'

.か
：ら
片
山
を
讓
し
だ
も
の
.で
あ
る
：
°
そ
れ
ゆ
え
，
片
山

^
學

る

従

米

の

研 

究
が
し
.て
.い
る
よ
.う
に
、*
山

の

歴

史

的

囊.次

>
労
働
崔
動
史
.や
社
会
蓮
動
■ 

史
の
中
に
、
あ
る.い
；は
社
会
思
想
史
の
中
に
位
置
づ
け
る

i
い
3
方
法
を
と
ら

■

.

ず
、
片
山
の
思
想
自
体
の
说
展
を
片
山
め
生
活
に
即
し
な
於
ら
全
体
的
に
追
求

.

す

.-
？)
と
：い
：う
途
を
と-っ
■た
0
:
.
こ
の
；よ
う
な
視
点
に
立
^
と
、

ゴ
へ.、
、
、
シ
ー
ア
：
ル

ン
の 

指
導
者
と
し
て
の
片
山
は
、

•
考
察
の
対
象
と
し
て
余
り
興
味
が
な

.い
。：

本
書
の 

叙
述
が
：ソ
連
に
お
け
各
片
山
に
殆
ん

.ど
ふ
れ
て.い
な
い
の
：は
ぐ
資
料
的
な
制
約 

の
ほ
か
に
：、
こ0
ょ
ぅ
：な
視
点
か
ら
べ
を
当
然
.の
結
果
で%:
ぁ
.マ
た
°:
.
|
'.
:

、

..

.つ
ま
り
岸
本i

の
‘.f

 

;

こ
そ
、
隅
谷
教
授0
表
現
を
如
り
：る
な
ら
ば
：、
片 

山
の
歴
史
的
意
義
を
探
り
'
:彼
の
役
割
を
労
働
連
動
史
：ゃ
社
会
蓮
動
史
も
し
く -

比

社

貴

憂

：の
：4
に
傲
置
ダ
け
る
：こ
と
で
^
ヶ
.̂

ょ
う
^

第
ユ
部
の
巻
職 

.に
か
：か
げ
ら
れ
た
序
文
に
は
、
つ
ぎ
の

'よ
う
に
の.ベ
ら
れ
て
い
る
。

「

今
日
ま
で 

バ
発
表
さ
れ
た
片3
の

伝

記

藝

料

は> 

.
ま
だ
け
.：ク
し2
兀
全
と
は
：い

い

が

た 

:
い
。
，：
外

国

に

.お
け
：る
諸_

:
で
.日
本
に
紹
介
さ
れ
て
い
な
い
：も
の
が
多
い
だ
け 

:.
/
ぼ
_

<̂
、
：.最

近

龙

お

£
^
:
を

领

じ

て
，
ぎ
つ
ぎ
と.あ

た

.&

い

妻

や

資

料
 

や

文

献

が

绝

見;つ
，
あ̂.
状

態

で

あ

る,0
ま
た
か
0
ズ
直
接
片
山
に
接
し 

て
：
•
知
^
れ
て
V
な
い
事

実

をか
た
る
こ■と
..̂-
で
き
る
現
存
者
も
、
.
.す
く
.な
■く 

:は
な
:̂
0
亡
う
し
た
逋
由
だ
げ
：で
：：な

.く

、
；-'
.
-
:
そ
の
方
法
論
上
め
立
場
か
ら
も
、 

片

II
I
の
個
人
的行

状

を

微

細

に
わ

た
っ
て
追
う
て
い
く
と
い
う
と
と
は
、

私

た 

ち
の
最

湖

から
の
意
园
で
は
が
か̂
龙

。：.む
.し
；ろ
近
代
労
働
蓮
動
史
：に
お
け
る 

',
:

片
？
權
の
拉
置
づ%

す

.な

ゎ

ち

日

本

-:
^
世

界

の

，労
^
1
解
放
.の
歴
史
.に
.お
.い 

て
か
れ
め
®

と
衍
動
が
も
マ
た
裏
と
役
割
：を
、
：そ
れ
ぞ
れ
のI

な
り
情 

.勢
下
に
つ
い
て
具
体
的
に
み
て
い
く
こ
と
に
、
私

.た
ち
の
仕
事
：の
重
点
が
あ
っ 

.,
た
の
で
あ
る0」

.

.
し

'■
:
:

.

づ

ま
--
^
，

こ
の

4

 i  

:つ.：の
：評

庶

は

、

-片
山
潜
と
い
う
入
物
を
同
時
に
と
り
あ
つ 

.

.か
い
：な

が

ら

、

.ま
允
暮
的
に.馨

な

裏

，つ
け
：を
も
っ
-X

さ
さ
え
な
が
ら
、
，
ま 

っ
，た

く

対

照

的

な

接

近

方

法

を

'も
っ
て
、
：ま
と
め
あ
げ
ら
れ
：て
：い

.る
こ
.
と
.に
、 

大
き
な
興
味
を
感
ず
る
で
あ
ろ
う

0
:
隅
谷
教
授
の
著
作
は
ヤ
第
：|
章
'.
_

的.  

>

リ
ス_ト
教
へ
；
の
開
眼
、
：
第

:£

早
八
労
震
動
の
指
雲
と
乜
て
、
第

三

章

， 

:社

畫

識

へ

め»
_

第
§ .

早
：
：ィ
シ
タ
丨
ナ
ジ
：，
ナ
リ
ズ

'ム
0

確
立
^
^
第
五
章 

.社
会
主
義
：
9

火

を

点
.:
1
:
て
、
：
第
六
章
共
産
主
義
者
へ
の
桊 

'
す
び
、

か.ら
成
っ
て
い
る
。

岸
本
教
授
ち

.の
労
作
の
後
半
、

.

つ
ま
り
第

一

一
部
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三
三四

，)： 
一
：.
.
.

義
■を
社
会
改
良
と
混
同
し
て
い
た
と
い
ぅ
岸
本
教
授
の
評
価
養
ま
た
ほ
と
ん
ど 

:通
説
:;
^
ー
，
致

し

：
：て

は

：
る

。

1:た
：
だ

隅

谷

氏

は

明

治

|1:0年
ま
ャ
.の
時
期
を
、'
社
会 

的
キ
リ
ス
'ト
教
へ
の
開
眼
の
時
代
と
し
て
、
社
会
的
な
運
動
へ
の
参
加
の
雄
調 

を
、
キ
リ
ス
ト
教
に
求
め
て
い
る'の
は
、
明
雪
働
運
動
を
研
究
す
る
_
合
の

が
：、，.
■
.

の

在

翁

け

^
#
^
義
遽
動

.̂_:
:ソ
ヴ
4
|
:
.ト
ぬ
柘
け
る
_

..
'
:、 

證

_

義
蓮
動
S

■

も

^
の

馨

I

多
忙
i

年
、'：I

ぎ
^
^
^

ン
0

幹
部
之
^

弋
、;:
:
:日
本
の
；蓮
動
と
：国
際
的
な
蓮
動
七
を
搜
づ
^
^

:

糂
カ
盼
：な

霧

-0
菌

に

::
&
て
ら
れ
>:
:全

体

と

し

て

、
：
，
日

本

国

s
:

の

蓮

動

：

に
：：

管

' 

^

^

目

し

へ

こ

れ

^
さ
ざ
え
ら
れ
は
げ
ま
さ
れ
な
が
今
パ
国
麓
な
舞
舍
で
.

：
' 

活

躍

し

：
た

：

>>
-

」

：
と

：を

結

諭

と

し

て

ー

の

べ

：て

い

る

：

〈(

第

：
ニ.部
.三
：ー
ー
1
/\
頁)

-0
-̂
^

ど
ち
ら
か
と
.い
え
ば
、
错
木
氏
ら•の
労
作
が
ロ
シ
'ア
革
命
以
後
の
ボ
ル
シ
工
ヴ 

ィ
ズ
ム
へ
.の
彼
の
思
想
転
換
と
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
に
お
け
る
指
導
的
人
物
と
し
て

の
国
麗
舞
台
に
お
け
る
活
躍’

日
本
^

社
-

^
義
^

^
や

労

變

動

に
^

い
'
'. 

す
る
熱
_

な
関
心
.に

、
：
童

点

，を

：
お
へ
い
て
ノ

1>
る

；0
:に

反

む

：
、
.,
-
.隅

谷

教

授

：
の
，贺

作
 

は
、
若
い
頃
.に
：ァ
メ
ゾ：

力
に
わ
た
'り
-、
キ
リ
ス
ト
教
徒
，と
な
り
、
や

が

て

社

会

問

：

:

輝
へ
め
眼
が
開
か
れ
、.:
帰
国
し
て
労
1

^
合
|

に
参
加
し
た
.頃
か
ら
,
労
資 

協

調

主

義
.
労
働
組
合
主
義
を
奉!:
、
や
がV

社

，会

主

義

に

接

近

.す

る

れ

い

う
 

ょ
う
に
、
£

.

の
4*
活
と
思
想
の
：変
化
を
忠
実
に
埠
い
な
が
ら
、

つ
い
に
イ
ン
；
 

タ
ー
ナ
，シ
ョ
ナ
リ'、ス
ム
に
到
達
す
る
ま
で
め
過
程.を
彼
の
行
動
に
郎
し
て
語
.っ 

_て
い
る
。
そ
し
，て
；そ
の
な
か
で
、
農
民
の
子
と
し
て
め

'片
山
が
先
天
的
に
そ
な. 

え
て
い
た
性
質
、
鈍
童
、
忍
耐
、
素
朴
な
ど
が
、
明
治
の
青
年
ら
し
い
立
：身
出 

世
主
義
と
結
び
つ
い
て
テ
メ
リ
ヵ
に
渡
航
さ
せ
る
経
緯
、

.
そ

し

'て
協
同
組
合 

運
動
や
労
働
倶
楽
部
の
問
題
に
開
心
を
も
ち
、

サ
ミ
ュ
エ
ル

 

'
ゴ

シ

，パ
..
ス
.

の
影
響
の
も
と
に
労
働
組
合
連
動
に
入
っ
て
ゆ
く
契
機
を
把
え
：た

と

い
う
^

は
、
常
本
氏
も
隅
稃
氏
も
同
じ
ょ
う
に
評
価
し
て
い
る
。
ま
た
..ラ
ッ
タ
ー
ル
の

. 

影
響
も
う
け
、
社
会
主
義
を
知
つ
た
の
だ
が
、

こ
の
当
時
の
片

5

权
、
.
社

会

主
.

正
し
い
態
度
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
0
-つ
ま
り
こ
'の
時
代
の
片
山
は
、..キ
リ
ス
：
 

ト
教
的
な
ヒ
ュ
ー

マ

.
一
一

ス
ト
で
あ
っ
たの
で
あ
り
、
そ
の
上
に
労
働
組
合®

 

者
と
し
て
の
彼
の1

商
が
重
な
っ
’
て

.
い

る

の

で

あ

っ
て
、
岸
本
教
授
の
場
合
は
、 

彼
を
労
働
蓮
0

に
ヵ
り
.た
て
：.た
内
的
.お
：ょ
.
1ひ
外
的
誘
因
と
し
て、
' も
ち
ろ
ん
^
 

ン
グK

レ
I

会
館
の
経
営
：に
み
ら
れ
る
キ
リ
ス
ト
教
も
考
慮
に
：：い
れ
ら
れ
て
い 

.

る
の
で
■あ
る
が
、
T

メ
：■リ
ヵ
の
グ
リ'ン
ネ
ル
-

学
中
に
..お

け

る

、
ラ

ッ

.

.
サ

—

 

ル
の
影
響
'
"英
国
旅
行
に
お
：け
る
経
験
な
ど
多%:的
に
と
ら
え
ら
れ
て
：い
る0 

•

し

か

し

明

治

：
三

o

年
代
に
お
け
る
織
組
洽
满
動
の
勃
興
期
に
、
片
i

に 

が
ん
し
て
も
っ
と
も
興
味
深
い
事
実
は
、
高
®

房
太
郎
の
彼
に
た
い
：す
る
影
響 

で
あ
ろ
う
。

こ
の
当
時
の
片
山
の
思
想
は
、

.
'高
野
.の
：決
定
的
な
影
響
の
も
と
に 

_

あ

，
っ
：
た

ょ

う

で

あ

る

.。
わ
：た
く
し
は
最
近
、
，
ハ
ィ
：マ
ツ
.
：ヵ
ブ
リ
ン
氏
の
高
野 

房
太
郞
に
か
ん.す
る
研
究
.を
読
ん
だ
が
、

：

初
期
の
片
山
'は
、
ま
っ
た
く
こ
の
高 

野
の
弟
子
で
あ
っ
た.ょ
う
で
、
そ
の
証
拠
：ど
し
て
、
片
山
の
労
i

調
論
の
如 

き
は
、
高
野
の
そ
れ
と.文
章
ま
で
同
じ
で
あ'る
。

こ
れ
を
想
え
ば
、
明
治
三
〇 

年
代
に
お
け
る
労
働
組
合
主
義
者
と
し
て
：の
彼
の
評
価
は
、
.
た
え
ず
高
野
と
の 

関
係
に
お
い
.て
な
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

：

両
者
と
も
こ
れ 

に
つ
い
て
ふ
れ
て
は
い
る
が
、

い
ま
少
し
分
析
的
に
考
え
る
な
ら
ば
、

こ
の 

崔
峙
の
片
叫
が
む
し
ろ
高
野
の
解
説
者
に
す
ぎ
な
か
っ
た
と
も
ぃ
ぇ
る
の
で
は

な
か
ろ
ぅ
，か
。

こ
の
両
者
の
関
係
、
す
な
わ
ち
、
片
山
を
高
野
と
同
列
に
な
ら 

ベ
る
こ
と
に
た■い
し
て
、

わ
た
く
し
は±:
き
な
疑
問
を
感
ず
る
。

た

だ

問

題 

は
、
そ
の
後
の
片
山
が
い
が
に
し
て
高
野
，を
の
り
こ
え
て
ゆ
く
か
と
い
ぅ
^

で 

あ

つ
て
、
こ
_れ
に
つ
.：い
て
0.
著
者
の
説
明
ば
両
者
と
も
不
充
分
で
は
な
か
ろ
ぅ 

か
。
日
本
労
働
遲
動
の
研
究
に
志
し
て
日
も
浅
い
筆
者
は
、
読
後
感
と
し
で
以 

上
の
こ
と
し
か
頭
に
浮
か
ば
な
い
の
は
残
念
で
あ
る
が
、
御
教
導
を
賜
わ
れ
ば 

幸
い
で
あ
る
。(

岸
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渡

辺

國

廣

::
フ
ラ
ン
ス#

^
以
評
価
は
論
者
：に
ょ
り
--
定
し
.で
い
：な
い0;
通
例
ぽ
革
命
に 

ょ
り
領
主
制
が
：崩
壊
し
？
市
民
の
支
配
於
確
立
し
た
と
い
わ
れ
る
反

'
今
日
そ
：

.

.

.

.

ハ
 

'

:
.■:
書

/ 

評

う
し
.た
通
説
に
対
し•
て
す
ら
異
論
が
繰
返
さ
れ
て
い
る
。
と
り
わ
け
国
有
財
産 

の
売
却
と
帰
属
を
'め
ぐ
る
問
題
味
フ
ラ
ン
ス
革
命
を
評
価
す
る
上
で
核
心
的
な 

点
で
あ
り
、

い
ま
だ
に
新
し
い
史
料
0

提
示
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
本
稿
は
そ 

う
し
た
史
実
の
一.
つ

の

紹

介

で

あ

る

。

：
'
.
：

,フ
：
ラ

ン

：
ス
革
ム
叩
：
は

®

！j

貴
族
め
土
地
財
産
を
没
収
し
て
国
有
財
産
と
な
し
、 

競
売
に
付
し
た
。.そ
の
こ
と
：に
ょ
り
封
建
的
大
土
地
所
有
は
完
全
に
解
体
し
、 

土
地
所
有
の
分
布
事
情
にa

大
な
変
化
が
起
っ
た
：。

一.
般

的

な

見

解

に

従

え 

ば
、
売
却
さ; ^
た
± '

地
の
著
し)

い
部
分
は
農
民
；の
宇
に
移
行
し
た
。

か
く
て
こ
、
 

こ
：に
農
民
< 0

所

有

地

は

掀

大

し

：た

° :

没
収
財
産
の
解
放
が
重
要
な
契
機
と
なク
 

て
フ
ラ
ン
ス
は
小
土
地
所
有
の
国
'と
し
.
て

本

格

的

に

.再

編

さ

れ

る

，
に
い
た
っ
た 

'
.
0で
あ
.
？
た

;,
0

.

.

，へ.
.
.
'
:
:
.
:
'
.
:
:
'
.
'
' 

:
へ 

:

そ
う3

た
通
説
に
対
し
こ
と'
で
取
上
げ
る
史
実
は
ど
う
：か
P
;
: 土
地
財
産
は
領 

主
マ
1
フ
シ
が〔

ら
離
れ
た
。.
そ
の
ご
と
は
こ
：の
史
料
に
ょ
っ
て
も
確
認
さ
れ
る

.
0 

し
か
し
単
に
名
目
の
上
の
こ
と
で
し
'
か
な
か
：
っ
た

C

 

..ポ

ア

ト

ゥ

の

ヴ

ァ

ラ

ン

ヌ 

で
は
依
然
と
し
亡~

ラ
：ン'
家
の
管
理
が
続
い
た
々

.
一

時
：の
中
断
は
あ
っ
た
。
し 

:

が
し
：こ
れ
と
，て
仮
の
こ
と
で
し
か
众
が
づ
，た
の
で
あ
る
。
後
年
に
な
っ
て
自
発 

的
に
放
棄
す
る
ま
で
ヴ
ァ
ラ
ン
ヌ
に
対
す
る
.
マ
ラ
ン
家
の
.支
配
は
維
持
さ
れ 

,た
。
.
旧
領
_

マ
“
7

シ
.
家

の

権

威

は

革

命

の

進

行

の

過

程

で

実

質

的

な

変

化

を

蒙
 

ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
没
収
め
：
f

毙

文

に
.等
し
：か
.っ

た
• >)

い
：
っ
て
い. 

い
。
■こ
れ
.は
大
い
に
あ
り
得
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
従
っ
て
法
令
の
解
釈
を
.め
ぐ 

っ
て
|

^

办
要
が
あ
り
は
し
；な
い'が
？
^ :
-

の
；結

果

に

よ

，
づ

て

は

フ
ー
フ
ン 

に
対
す
る
評
価&

,

っ
房
来
る
：
£

辑
い
な
.い
？

ど
：う

し
^

が
か
；る
事
態
が
起
っ 

■ 

. 
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